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公営
企業会計

国民健康
保険病院
事業会計

（収益的収支）

国民健康
保険病院
事業会計

（資本的収支）

水道事業
会計

（収益的収支）

水道事業
会計

（資本的収支）

下水道事業
会計

（収益的収支）

下水道事業
会計

（資本的収支）

39億
1465万円

14億
1107万円

1億
6368万円

5億
9980万円

3億
253万円

7億
9919万円

6億
3837万円

歳入（収入）
116億
6500万円

県支出金  7.30%
8億5224万円

国庫支出金  12.71%
14億8218万円

町債  6.11%
7億1330万円

その他（配当割交付金他） 0.76%
8888万円

自主財源
27.5％
自主財源
27.5％

依存財源
72.5％
依存財源
72.5％

町税  16.74%
19億5313万円

分担金及び負担金  1.66%
1億9410万円
繰入金  3.50%
4億818万円
繰越金  1.29%
1億5000万円
諸収入  1.22%
1億4173万円

地方消費税交付金  2.80%
3億2632万円

地方交付税  40.97%
47億7901万円

寄附金  2.19%
2億5560万円
使用料及び手数料  0.39%
4506万円

財産収入  0.50%
5873万円

各基金より
繰入

持続可能・健全な財政運営に取り組む
経費削減と効率的な運営・歳入確保に努める

歳 入

地方譲与税  1.86%
2億1654万円

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5
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一般会計予算の推移（当初）

Ｒ6

109億
7800万円

118億
4300万円

123億
5700万円

146億
3600万円

 

115億
1700万円

※令和３年・７年度は改選のため、骨格予算です

※グラフ内の金額は万円単位とし、
　四捨五入しているため合計額と
　一致しないことがあります。

（年度）Ｒ8Ｒ7

116億
6500万円
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一般会計会計
区分

予算額

特別会計
津山・富線
共同バス
運行事業
特別会計

奨学会
特別会計

国民健康保
険事業勘定
特別会計

国民健康保
険直営診療
施設勘定
特別会計

後期高齢
者医療
特別会計

介護保険
特別会計

第７財産区
特別会計

羽出財産区
特別会計

富財産区
特別会計

951万円116億
6500万円

37億
6390万円 2558万円 14億

3540万円
2億

2406万円
2億

8805万円
17億

5224万円 221万円 915万円 1770万円

歳出（支出）
116億
6500万円 　　

令和８年度  一般会計

116億6500万円

総務費  18.96%
22億1219万円

議会費  0.82%
9533万円

農林水産業費  9.40%
10億9593万円

労働費  0.1%
1150万円

衛生費  8.47%
9億8853万円

民生費  26.29%
30億6690万円

公債費  10.22%
11億9243万円

予備費  0.04%　500万円

災害復旧費  0.26%
3001万円

土木費  9.99%
11億6498万円

消防費  2.39%
2億7868万円

教育費  10.47%
12億2179万円

商工費  2.59%
3億173万円

借り入れの
返済金です

福祉に使う
お金です

ごみ・し尿の
処理費等です

事業の選択と集中予算
厳しい財政運営を見込んで、より一層の

歳 出

令和８年度　各会計当初予算　歳出（支出）



かがみの議会だより・第28号 4

１月会議で決まりました１月会議で決まりました決まりました決まりました

　国民健康保険税に「子ども・子育て支援納付
金課税額」を創設し、所得割、被保険者均等割、
18歳以上被保険者均等割及び世帯別平均割によ
り課税する。
反対討論／光吉議員
　社会保険は保険料負担の見返りに給付を受け
るもので、医療保険料は医療費のために集めるも
の。「子ども・子育て支援」のための追加徴収は、
社会保険制度の趣旨を逸脱し反対。

賛成８ 長石 牧田 片田 難波

鈴木 植木 竹下 小椋

鏡野町国民健康保険税条例の
一部改正について

賛成多数で可決！

206万円
鏡野町マイナポータルシステム事業

◎マイナンバーカードを利用して『書かない
ワンストップ窓口』を推進する事業

3,497万円
がん検診等事業費

◎健康推進法に基づく事業。健康相談・健康教
育・訪問指導・がん検診。町独自の事業

１億2,548万円
ふるさと納税推進事業費

◎かがみのふるさと応援寄付金（返礼品代、
事務手数料等）を募集するための費用

3,492万円
町観光団体事業

◎新しい地方経済・生活環境創生交付金事業

2,256万円
農業振興センター事業

◎夢アグリ鏡野の農業機械について計画的に更
新を行う事業（上齋原地域へ進出するための
農業機械購入）

1,410万円
衆議院議員選挙費

◎２月８日の衆議院議員総選挙及び最高裁判
所裁判官国民審査に要する経費

1億4,721万円
かがみの生活応援給付事業

◎物価高騰の影響を受ける住民生活の負担を軽
減することを目的に、対象者11,903人に
12,000円を給付

　令和８年３月３日から23日まで３月会議が招
集され、一般会計当初予算116億6500万円や、
条例の制定１件、条例の全部改正１件、一部改正
６件、条例の廃止１件、計画の策定１件、協定の
変更１件、指定管理者の指定32件、最終日に条
例の改正２件、任命同意２件が提出され、一部の
議案に対して賛否の討論がありました。

　１月30日に随時会議が再開され、専決処分の承
認を求める補正予算（第６号）及び、一般会計補正
予算（第７号）を審議し全会一致で可決されました。
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　32施設について再度地元自治会等と10年間の
管理運営協定を締結する。
反対討論／花房議員
　10年の契約を、決まりごとのように締結してい
るが、行財政改革のなか譲渡など見直すことも考
えていないので指定管理施設の全てに反対する。

公の指定管理者の指定について

賛成多数で可決！
反対４

※原議長は採決に加わりません

藤田光吉

仲西花房

賛成10 長石 牧田 仲西 片田

難波 鈴木 植木 竹下

光吉

小椋

反対２

※原議長は採決に加わりません

花房

藤田



かがみの議会だより・第28号5

３月会議で３月会議で

8,788万円
広域保育事業費

◎未就学児が広域入所により町外の保育園等
を利用した場合の委託料（子どものための
教育・保育給付、地域型保育給付）

8,370万円
中山間地域等直接支払交付金事業

◎中山間地域等における耕作放棄地の発生を
防止し、多面的機能を確保する観点から直
接支払交付金を交付する事業
　鏡野23地区・奥津26地区・上齋原11地区 
　富23地区　計83地区

2,899万円
林業振興促進対策事業

◎森林施業の効率化と協議活動推進のため、林
業者及び団体に対して補助を行う

97万円
婚活推進事業

◎交際のきっかけとなる出会いの場を提供し
恋愛・結婚へと進展することで少子化の原因
となる未婚化・晩婚化に歯止めをかける事業

1,200万円
ぬくもりの木で家づくり推進事業補助金

◎鏡野町内に自ら居住するために新築される
一戸建て住宅を取得する者への補助金

420万円
結婚新生活支援事業

◎新婚世帯に対して、結婚に伴う新生活の初期
費用の支援。若年世帯の転入や定住を推進す
る事業

2,874万円
中学校支援教員配置事業

◎中学校の教科指導、生活指導、特別支援、
不登校解消支援を行う講師に係る人件費

995万円

小中学校
図書館蔵書管理システム構築事業

◎学校図書館蔵書管理システムを構築し、学
校図書の電算化による管理の実施を行う

9,993万円
小学校支援教員配置事業

◎小学校の教科指導、生活指導、特別支援を行
う講師に係る人件費
◎放課後サポート事業に係る費用
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　行財政改革のため令和８年度の特別職（町長・
副町長・教育長）の給与支給額を減額する条例の
一部改正案が提出された。
賛成討論／仲西議員
　これから行財政改革を進める中で、やろうとする
姿勢に賛成する。
反対討論／植木議員
　予算決算常任委員会において、特別職の人件費
の抑制や見直しはなかった。行財政改革を進めてい
くのであれば、他の事業の見直しをすることが最優
先に思う。特別職の給与減額は必要ないと考える。
反対討論／片田議員
　行財政改革する中で職員にも危機感を持ってもら
うための減給だと言われたが、今必要なのは、職員
と共に議論しまちづくりをすることではないのか。今
の時点で減給する必要はない。
反対討論／鈴木議員
　行財政改革に取り組む姿勢として、まず減額をし
てからではなく、町長のトップセールスで交付金等を
取ってきていただきたい。減額、減額とマイナスの方
向を向いて仕事をするのではなく、明るく前を向け
る行財政改革を行っていただきたいので反対する。

鏡野町長等の給与に関する条例の
一部改正について

反対多数で否決！

反対11 賛成１ 仲西片田牧田長石 光吉藤田

植木鈴木難波花房 小椋竹下
※原議長は採決に加わりません



指定管理者となる団体場　　　　　所公の施設の名称

かがみの議会だより・第28号 6

公の施設に係る指定管理者の指定
指定管理期間　令和８年４月１日から令和18年３月31日
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下斎原コミュニティハウス
長藤コミュニティハウス
小畑コミュニティハウス
細田コミュニティハウス
川西コミュニティハウス
奥津コミュニティハウス
養野コミュニティハウス
井坂コミュニティハウス
杉コミュニティハウス
西屋コミュニティハウス
女原コミュニティハウス
箱コミュニティハウス
至孝農コミュニティハウス
阿曽コミュニティハウス
泉源コミュニティハウス
西谷上コミュニティハウス
西谷下コミュニティハウス
中分コミュニティハウス
上齋原第一区集会所
上齋原第三区集会所
平作原老人ふれあいセンター
赤和瀬老人憩いの家
小林老人憩いの家
遠藤老人憩いの家
清水集会所
恵堂集会所
余川集会所
大原集会所
コミュニティ高森
大倉いこいの家
篠坂いこいの家
山村文化交流施設「五葉邸」

鏡野町下斎原１０１－１
鏡野町長藤１９１－１
鏡野町奥津川西２０
鏡野町奥津川西８３１－１
鏡野町奥津川西３００－１
鏡野町奥津４７５－１４
鏡野町養野６９８
鏡野町井坂２８４－２
鏡野町杉４１４
鏡野町西屋２１２
鏡野町女原４６
鏡野町箱１３１
鏡野町至孝農１８３－２
鏡野町羽出１４０
鏡野町羽出１４８６
鏡野町羽出西谷１４４１
鏡野町羽出西谷３７８
鏡野町羽出１０５６
鏡野町上齋原１２４－５
鏡野町上齋原９３０
鏡野町上齋原１８７９－４０
鏡野町上齋原１８２７－１
鏡野町上齋原１９３３
鏡野町上齋原２１６６
鏡野町富西谷７２２－３
鏡野町富東谷１２１８－１
鏡野町富西谷２００７
鏡野町富東谷５８
鏡野町富東谷６７２
鏡野町富西谷１５０３－２
鏡野町富西谷１３４１－２
鏡野町富西谷２５２番地

下斎原自治会
長藤自治会
小畑部落
細田自治会
奥津川西自治会
奥津自治会
養野自治会
井坂部落
杉部落
西屋自治会
女原みどりの会
箱部落
至孝農自治会
阿曽自治会
上分自治会
西谷上自治会
羽出西谷下自治会
中分自治会
上齋原第１区
上齋原第３区
上齋原第５区
上齋原第６区
上齋原第７区
上齋原第８区
清水地区
重定 ・ 山口地区
余川以北地区
大原地区
馬場以北地区
大倉部落
篠坂部落
宮原 ・ 白賀地区

奥
津
地
域

富
地
域

上
齋
原
地
域



かがみの議会だより・第28号7

鏡野町議会基本条例を改正しました鏡野町議会基本条例を改正しました

◆改正事項 
⑴第２条第３項の追加（災害時の対応） 
　背景　・大規模災害の頻発 
　　　　・災害時も議会機能の維持（ＢＣＰ［業務継続計画］の策定）が必要　
　改正内容 
　　「議会は、大規模災害等が発生し、又は発生するおそれがある場合においても、議

会機能を的確に維持しなければならない。この場合における議会の行動基準その
他必要な事項は、別に定めるものとする。」を追加しました。

⑵第５条第３項の字句整理 
　改正内容 
　　・附属機関への参加に関する「役職としての」という文言を削除し、簡潔明快な表

現に整理しました。

⑶第12条の改正（ハラスメント防止条項の追加）  
　背景　・社会的にハラスメント防止への関心が高まっている 
　　　　・議会基本条例に明確な規定が必要 
　改正内容 
　　・見出しを「議員の政治倫理等」に変更 
　　・第３項「議員は、鏡野町議会ハラスメント防止条例を遵守し、議会内外において

いかなるハラスメントも行ってはならない。」を追加しました。

⑷新第13条の追加（議決事件の拡大） 
　背景　・地方自治法第96条第２項の規定に基づく 
　　　　・議会の議決権の行使を明確化 
　　　　・議会の役割を強化 
　改正内容 
　　・第１項「議会は、必要に応じて地方自治法第96条第２項の規定による議会の議決

すべき事件の拡大に努めるものとする。」 
　　・第２項「前項の議決すべき事件については、別に条例で定める。」を追加しました。

⑸新第14条の改正（見直し手続の明確化） 
　背景　・現行「一般選挙後、速やかに検討」は抽象的 
　　　　・定期的な見直しのタイミングが不明確 
　改正内容 
　　・第１項「議会は、常に町民の意見、社会情勢の変化等を勘案し、２年ごとにこの

条例の目的が達成されているかどうかを議会運営委員会において検討するものと
する。」 

　　・第２項「議会は、前項の規定による検討のほか、必要に応じて、この条例の改正
を含む適切な措置を講ずるものとする。」を追加しました。 

　鏡野町議会基本条例は、平成25年の制定以来、議会運営の基本指針として機能してま
いりましたが、議長からの諮問に基づき、社会情勢の変化、議会運営の実態を踏まえ、
議会運営委員会で慎重に見直しと検討を重ねました。

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

鏡
野
町
議
会
基
本
条
例
改
正

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会

◆鏡野町旅費支給条例の全部改正◆鏡野町旅費支給条例の全部改正
◆鏡野町職員の給与に関する条例の一部改正◆鏡野町職員の給与に関する条例の一部改正
◆鏡野町火入れに関する条例の一部改正◆鏡野町火入れに関する条例の一部改正

◆鏡野町立保育園条例の一部改正
◆鏡野町介護保険条例の一部改正
◆鏡野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
　基準を定める条例の一部改正
◆鏡野町上齋原親子ふれあい交流館条例の廃止する条例（有効活用の
　ため、行政財産から使用方法を特定しない普通財産に変更）
◆鏡野町国民健康保険税条例の一部改正については、反対意見が出さ
　れましたが、賛成多数で可決しました。

◆鏡野町立保育園条例の一部改正
◆鏡野町介護保険条例の一部改正
◆鏡野町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
　基準を定める条例の一部改正
◆鏡野町上齋原親子ふれあい交流館条例の廃止する条例（有効活用の
　ため、行政財産から使用方法を特定しない普通財産に変更）
◆鏡野町国民健康保険税条例の一部改正については、反対意見が出さ
　れましたが、賛成多数で可決しました。

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告

　付託された議案５件のうち４件は全会一致で、１件は反対がありましたが可決すべ
きものと決しました。

国民健康保険税は、「被保険者の減少や医療費の増加によって、健全な財政運営が
困難になっているので、将来にわたり制度を維持するため」という理由で、医療
分・後期高齢者支援金分・介護保険分の税率と額が改正され、新しく「子ども・
子育て支援金分」が追加されました。

◆定住自立圏形成協定の変更◆定住自立圏形成協定の変更
子育て支援の充実として保育士資格取得支援を新たに追加する。障害者（児）支援
体制の推進として強度行動障害への支援体制整備事業を追加する。

林野火災警報及び林野火災注意報の発令中は火入れの許可をしないこと。
また火入れ中に発令された場合には速やかに消火すること。

◆公の施設に係る指定管理者の指定（32件）◆公の施設に係る指定管理者の指定（32件）
付託された議案は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。
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年
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一
般
会
計

３
月
・
１
月
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議

指
定
管
理
者
の
指
定

常
任
委
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報
告
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政
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般
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告
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予算決算常任委員会予算決算常任委員会

議第52号　令和８年度鏡野町一般会計予算に対する附帯決議議第52号　令和８年度鏡野町一般会計予算に対する附帯決議

記記

　付託された議案はいずれも全会一致で、可決すべきものと決しました。ただし、
令和８年度鏡野町一般会計予算については、附帯決議を付けました。

第１　中学校支援教員配置事業について
　　常勤職員から非常勤職員への変更等に伴い、昨年と比較し大幅に減額（△1,895万2,000円）されているが、
学校関係者等から意見聴取した結果、学校現場の実態と乖離があると認識している。
　　支援教員は、生徒の学習、生活を支える上で不可欠であり、その削減は教育環境の著しい悪化を招くおそれ
がある。
　　執行部は以下の対応を速やかに行うこと。
　　⒈　岡山県による支援教員の配置決定が判明した後、必要な支援体制が確保できないと判断される場合には、

早急に補正予算を編成するなど、必要な措置を講ずること。
　　⒉　支援教員の確保に当たっては、異動・採用の時期的制約を踏まえ、速やかに候補者への働きかけを行い、

令和８年４月からの学校運営に支障が生じないよう万全を期すこと。
　　⒊　学校現場の声を継続的に聴取し、実態に即した支援体制の在り方を不断に検討し、その内容を議会に

報告すること。

第２　学校図書館蔵書管理システム構築事業について
　　本事業は、退職した学校司書の代替措置としての側面があるが、こどもへの図書推薦や読書相談など、人で
なければできない役割があることを踏まえると、システムの導入のみで学校図書館の機能を代替することには
限界がある。
　　学校図書館蔵書管理システムの構築（事業費995万6,000円）については、緊急性、必要性、費用対効果
の観点から疑問の声が上がっており、現場の実態や町立図書館等との連携可能性について十分な検討がなさ
れていないと認識している。
　　執行部は以下の対応を行うこと。
　　⒈　事業実施に当たっては、学校現場の意見、要望を十分に聴取した上で、システムの内容及び仕様を精査

すること。
　　⒉　こどもと本をつなぐ人的支援の重要性を認識した上で、学校司書の確保・配置についても併せて検討

すること。
　　⒊　国庫補助金の活用状況及び補助採択の見通しについて、議会に対して明確に説明すること。
　　⒋　事業の進捗に応じて必要な見直しを柔軟に行い、その内容を議会に報告すること。

　以上、予算決算常任委員会の総意として、執行部に対し強く求める。

　　　　令和８年３月16日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡野町議会 予算決算常任委員会

　予算決算常任委員会は、令和８年度鏡野町一般会計予算
について審査を行い、原案のとおり可決すべきものと決定
した。しかし、審査の過程において、委員から強い懸念が
示されたことから、本委員会として次のとおり決議する。

◆鏡野町乳児等通園支援事業利用者負担金徴収条例の制定
◆鏡野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定
◆令和７年度鏡野町一般会計補正予算（第８号）など補正予算　７件
◆令和８年度鏡野町一般会計予算など当初予算　13件

◆鏡野町乳児等通園支援事業利用者負担金徴収条例の制定
◆鏡野町過疎地域持続的発展市町村計画の策定
◆令和７年度鏡野町一般会計補正予算（第８号）など補正予算　７件
◆令和８年度鏡野町一般会計予算など当初予算　13件

令
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年
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一
般
会
計
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・
１
月
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議

鏡
野
町
議
会
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本
条
例
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議会から見える鏡野中学校
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答弁答弁

本町にとって喫緊の課題であると
認識している

公共施設の在り方について
見直しは

質問質問

一問一答方式 鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員

〜
一
般
質
問 

〜

　
　
　
健
全
な
行
財
政
運

　
　
営
の
推
進
に
つ
い
て

少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み

て
、
公
共
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
早
急
な
見
直
し

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
今

後
の
方
針
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
平
成
17
年
の
町
村

合
併
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の

町
村
で
、
文
化
施
設
、
体

育
施
設
、
観
光
施
設
、
福

祉
施
設
等
を
整
備
し
て
お

り
、
合
併
後
は
類
似
し
た

施
設
を
多
く
所
有
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
全
て
の
施

設
を
維
持
管
理
し
て
い
く

に
は
多
額
の
経
費
を
要
し
、

老
朽
化
に
対
す
る
大
規
模

改
修
工
事
や
建
て
替
え
は

町
の
財
政
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
と
認
識
し

問問

て
い
る
。
長
期
的
な
視
点

を
持
っ
て
、
更
新
、
統
廃

合
、
長
寿
命
化
等
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
、
鏡
野
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
、
鏡
野
町

公
共
施
設
個
別
計
画
、
鏡

野
町
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
、
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
廃
止
施
設

の
取
り
壊
し
や
有
効
活
用

等
、
計
画
ど
お
り
に
は
進

ん
で
い
な
い
。

　
今
後
は
、
施
設
の
利
用

状
況
や
老
朽
化
の
状
況
、

維
持
管
理
コ
ス
ト
等
を
総

合
的
に
判
断
し
、
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
排
除
せ
ず
、

統
合
、
廃
止
を
含
め
、
指

定
管
理
制
度
や
民
間
活
力

の
活
用
等
も
検
討
し
、
健

全
な
行
財
政
運
営
を
推
進

し
て
い
く
。

答答

議会だよりには、１問のみ掲載しています。◎印のものは掲載していません。議会だよりには、１問のみ掲載しています。◎印のものは掲載していません。

ページ 議  員  名 質  問  内  容

鈴木　大介

花房　　尚

難波　達男

藤田　照子

光吉　　準

片田八重美

牧田　俊一

仲西　祐一

植木　　卓

竹下　桂輔

小椋　明美

10

11

11

12

12

13

13

14

14

15

15

◎空き家対策について
②第３次鏡野町総合計画について

①待機児童
◎小学校の給食無償化
◎後期高齢者医療制度
◎高齢者等タクシー料金助成事業
◎指定管理者等制度

①町長としての思い

◎子どもの豊かな育ちの保障
②学校現場の実態を踏まえたＩＣＴ活用を

①行財政改革について
◎こどもを性暴力から守るために

①町内の各学校における熱中症対策について
◎町民にわかりやすい情報提供を

①鏡野町の資産増加と費用削減に向けた取組について

①子どもたちが輝くまちづくりの取組について
◎鏡野町におけるＤＸ推進について

①鏡野町の危機管理政策について

①ふるさと納税推進事業と持続可能な運営体制の構築について
◎認定農業者や集落営農組織の実態と今後の展望

①保育の質の維持と待機児童の解消

令
和
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年
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一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

指
定
管
理
者
の
指
定

常
任
委
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政
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一
般
質
問

そ　
の　
他
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〇議員は選挙区内にある者に対して、暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことは禁止されています。
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答弁答弁

町長自ら、告知放送で町民の皆さんに
保育士確保の協力をお願いしている

保育士等の人材確保にどのような
取り組みをしているのか

質問質問

一問一答方式 花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

答弁答弁

各種補助事業の見直しに
着手・検討を始めている

鏡野町の財政健全化に
向けての方針は

質問質問

一問一答方式  難波 達男［なんば たつお］ 議員

答答答答 答答

問問答答

　
　
　
保
育
園
の
待
機
児

　
　
童
は
、
何
名
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
待
機
児
童
は
、
４

月
１
日
時
点
の
人
数
を
算

定
す
る
た
め
、
現
時
点
で

は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
昨

年
度
と
同
様
の
人
数
（
６

人
）
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。 

　
　
　
ど
の
年
齢
層
に
待

　
　
機
児
童
が
で
て
い
る

か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

令
和
７
年
度
は
、

０
歳
児
１
名
、
１
歳
児
５

名
で
、
３
歳
児
未
満
の
子

供
が
待
機
児
童
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
町
内
６
園
の
各
定

　
　
員
と
通
園
予
定
児
童

数
は
い
く
ら
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
８
年
度
の
定

員
は
、
芳
野
こ
ど
も
園
１

５
０
人
、
か
が
み
の
中
央

こ
ど
も
園
１
７
０
人
、
鶴

喜
保
育
園
90
人
、
香
南
保

育
園
40
人
、
奥
津
保
育
園

40
人
、
郷
幼
稚
園
30
人
で

あ
る
。
通
園
予
定
児
童
数

は
、
約
３
７
０
人
の
見
込

み
。 問問問問 問問

　
　
　
保
育
士
等
の
人
材

　
　
確
保
に
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
し
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
保
育
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
・
ノ
ン
コ
ン
タ

ク
ト
タ
イ
ム
確
保
な
ど
に

よ
る
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
、
保
育
士
採
用
試
験

の
受
験
年
齢
引
き
上
げ
、

町
内
園
の
魅
力
の
情
報
発

信
、
岡
山
県
の
各
種
保
育

士
確
保
事
業
へ
の
参
画
、

県
内
保
育
士
養
成
施
設
へ

の
チ
ラ
シ
配
布
や
声
掛
け
、

保
育
士
手
当
の
引
き
上
げ

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　
令
和
８
年
２
月
に
は
町

長
自
ら
が
、
告
知
放
送
で

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
保
育

士
確
保
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
。

答答答答

問問問問 答答答答

　
　
　
町
と
し
て
財
政
健

　
　
全
化
に
向
け
て
の
対

策
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

本
町
の
財
政
は
、

人
口
減
少
に
伴
う
税
収
減

と
社
会
保
障
費
や
施
設
更

新
費
の
増
加
に
よ
り
、
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
。
ま

た
、
世
界
情
勢
や
国
の
制

度
見
直
し
の
影
響
に
よ
り

先
行
き
は
不
透
明
で
、
す

べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
補

助
事
業
に
つ
い
て
も
目
的

や
効
果
等
を
踏
ま
え
総
合

的
に
判
断
す
る
。
今
後
は

「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り

重
点
化
と
効
率
化
を
図
り
、

町
民
の
声
を
反
映
し
た
メ

リ
ハ
リ
あ
る
行
財
政
運
営

に
努
め
る
。

　
　
　
財
政
の

　
　
見
通
し
は
。

　
　
総
務
課
統
括
参
事

　
　
　
今
ま
で
と
同
じ
事

業
を
続
け
る
と
歳
出
が
増

え
る
見
込
み
だ
が
、
歳
入

に
つ
い
て
は
交
付
税
や
税

収
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る

た
め
持
続
可
能
な
安
定
し

た
行
財
政
運
営
に
努
め
る
。

問問問問

　
　
　
補
助
事
業
見
直
し 

　
　
に
つ
い
て
影
響
は
。

　
　
総
務
課
統
括
参
事

　
　
　
令
和
９
年
度
ま
で

に
見
直
し
の
検
討
を
進
め

て
い
る
影
響
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
目
的
、

公
平
性
、
財
政
負
担
等
を

考
慮
し
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
皆
様
に
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
判
断
を
し
て

い
く
。

　
　
　
今
後
の
財
政
運
営

　
　
に
つ
い
て
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

国
に
対
し
て
は
、

国
庫
補
助
金
獲
得
に
向
け

て
頑
張
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
住
民
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
と
は
思

う
が
、
現
在
の
補
助
事
業

に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て

い
く
必

要
が
あ

る
。

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

鏡
野
町
議
会
基
本
条
例
改
正

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告

▲富振興センター
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問問答答 答答

答弁答弁

学校現場の声を丁寧に聞き、デジタルとアナログの
強みを生かした教育を推進していく

学校現場の実態を踏まえた
ICT活用を

質問質問

一問一答方式 藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

答弁答弁

それだけでは当初計画どおりの
収支に収まらないと認識

国の地方財政対策で、病院新設の建築単価が
引上げられたが、病院建設を進められないか

質問質問

一問一答方式 光吉 　準［みつよし ひとし］ 議員

答答答答
　
　
　
知
・
徳
・
体
の
バ

　
　
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊

か
な
人
間
性
を
育
む
た
め

に
特
に
大
切
に
し
て
い
る

取
組
の
紹
介
を
。

　
　
教
育
長

　
　
　
読
書
活
動
や
グ
ル

ー
プ
学
習
、
休
み
時
間
の

運
動
場
を
利
用
し
た
遊
び

や
縄
跳
び
、
マ
ラ
ソ
ン
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
に

よ
る
農
業
体
験
、
里
山
で

の
体
験
授
業
な
ど
学
校
独

自
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
全
国
学
力
調
査
で

　
　
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
時

間
と
学
力
の
相
関
関
係
が

見
事
に
浮
か
び
上
が
り
、

活
用
率
が
高
い
ほ
ど
平
均

正
答
率
が
低
く
な
る
が
、

全
く
使
用
し
な
い
子
ど
も

よ
り
30
分
程
度
使
用
す
る

子
の
方
が
高
い
結
果
が
出

て
い
る
。
こ
の
結
果
を
ど

う
推
察
さ
れ
る
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
自
律
的
な
活
用
が

学
力
と
深
く
関
わ
る
と
い

う
こ
と
。
30
分
以
内
で
適

切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
力
が
備
わ
っ
て
い
る
現

れ
だ
。

問問問問

　
　
　
い
ろ
い
ろ
困
っ
て 

　
　
い
る
思
春
期
の
お
子

さ
ん
の
話
を
聴
く
。
乳
幼

児
期
か
ら
思
春
期
を
見
通

し
た
子
育
て
が
必
要
で
は

な
い
か
。
メ
デ
ィ
ア
に
特

化
し
た
取
組
は
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き

か
ら
メ
デ
ィ
ア
と
の
接
し

方
を
で
き
る
だ
け
制
限
し

な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と

が
大
事
。
町
内
の
保
育
園
、

こ
ど
も
園
で
は
、
わ
ら
べ

歌
と
絵
本
の
取
組
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
遊
び
方
な

ど
お
母
さ
ん
た
ち
の
悩
み

も
聴
き
、
運
動
や
社
会
性

を
育
む
子
ど
も
と
の
関
わ

り
方
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

問問答答

　
　
　
新
年
度
予
算
に
つ

　
　
い
て
、
最
重
点
施
策

が
移
住
・
定
住
、
人
口
減

少
対
策
で
、
重
点
施
策
と

し
て
、
子
育
て
支
援
の
充

実
、
地
域
医
療
の
推
進
、

防
災
・
減
災
の
推
進
の
３

つ
を
掲
げ
て
い
る
。
一
刻

も
早
く
病
院
に
関
し
て
、

も
う
一
度
検
討
し
、
前
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
町
　
長

　
　
　
今
計
画
し
て
い
る

の
が
一
般
病
床
と
療
養
病

床
で
、
療
養
病
床
を
一
旦

見
直
さ
な
け
れ
ば
、
今
後

の
経
営
自
体
に
も
困
難
を

来
す
危
惧
が
あ
る
。
そ
れ

も
含
め
て
見
直
し
を
早
急

に
進
め
工
事
の
着
手
に
取

り
か
か
り
た
い
。

　
　
　
新
年
度
予
算
で
は

　
　
様
々
な
事
業
が
縮
小

さ
れ
た
が
、
縮
小
を
行
う

基
準
を
ど
こ
に
置
い
て
進

め
た
の
か
、
一
定
割
合
の

一
律
カ
ッ
ト
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
予
算
編
成
に
当
た

っ
て
は
、
個
々
の
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
、

有
効
性
、
効
率
性
、
緊
急

問問

性
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

た
上
で
判
断
を
行
い
、
一

律
カ
ッ
ト
と
い
う
手
法
は

取
っ
て
い
な
い
。
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、

防
災
等
の
住
民
生
活
に
直

結
す
る
基
礎
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
そ

の
水
準
の
維
持
を
最
優
先

と
し
た
。

　
　
　
中
学
校
の
教
育
指

　
　
導
員
を
カ
ッ
ト
す
る
、

時
間
も
カ
ッ
ト
す
る
。
そ

れ
は
子
育
て
支
援
の
充
実

と
い
う
町
長
の
掲
げ
る
重

点
施
策
と
は
、
ず
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
全
体
の
予
算
を
組

む
段
階
に
お
い
て
過
去
数

年
の
デ
ー
タ
を
振
り
返
り
、

支
援
員
が
５
年
ぐ
ら
い
前

か
ら
倍
増
し
て
お
り
、
経

常
的
経
費
の
見
直
し
も
含

め
て
着
手
し
た
。
今
後
必

要
性
を

再
度
検

証
し
な

が
ら
、

進
め
て

い
き
た

い
。

問問答答

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

指
定
管
理
者
の
指
定

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告

▲鏡野病院の建設予定地
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答答答答

答弁答弁

設置場所、維持管理、衛生面等を
考慮し財政部局と協議を進めたい

６校の小中学校に、熱中症対策として
冷水器などを整備してはどうか

質問質問

一問一答方式 片田 八重美［かたた やえみ］ 議員

答弁答弁

「鏡野町資金管理方針」に基づき
運用・運営している

各基金の運用・運営状況は質問質問

一問一答方式 牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

　
　
　
歳
入
の
財
源
確
保

　
　

に
は
多
様
な
戦
略
、

柔
軟
な
発
想
、
規
定
路
線

の
見
直
し
に
よ
る
新
た
な

財
源
確
保
が
必
要
だ
が
、

今
後
の
取
組
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

と
鏡
野
町
ブ
ラ
ン
ド
の
確

保
等
、
町
外
か
ら
の
資
金

流
入
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
。

　
　
　
各
基
金
の
運
用
・

　
　
運
営
状
況
の
詳
細
事

項
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
各
基
金
条
例
に
基

づ
き
、
合
計
25
の
基
金
を

運
用
・
運
営
し
て
い
る
。

基
金
全
体
で
は
約
90
億
円

と
な
り
、
定
期
預
金
が
約

３
割
・
債
券
運
用
が
７
割

と
な
っ
て
い
る
。

問問問問

答答答答 問問問問
　
　
　
金
利
上
昇
に
よ
る

　
　
各
基
金
の
運
用
・
運

営
状
況
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
金
利
上
昇
に
よ
る

各
基
金
の
運
用
・
運
営
は
、

債
券
の
償
還
日
を
迎
え
る

銘
柄
か
ら
定
期
預
金
へ
移

行
を
図
り
、
安
全
性
と
流

動
性
の
均
衡
を
図
り
な
が

ら
、
災
害
等
が
発
生
し
た

場
合
等
の
財
政
出
動
に
備

え
た
適
正
化
に
努
め
て
い

く
。
　
　
　
金
利
上
昇
に
よ
る

　
　
地
方
債
現
債
額
調
の

変
動
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
近
年
、
大
型
事
業

の
実
施
に
伴
い
、
過
疎
対

策
事
業
債
、
災
害
対
策
債
、

合
併
特
例
債
等
の
発
行
が

増
加
し
て
い
る
。
今
後
、

新
た
に
借
り
入
れ
る
地
方

債
の
利
率
に
影
響
が
生
じ
、

借
入
利
息
負
担
も
増
大
す

る
。
金
利
動
向
を
注
視
し
、

将
来
の
負
担
が
過
度
に
集

中
し
な
い
よ
う
、
公
債
費

の
平
準
化
に
努
め
て
る
。

問問答答 答答

答答
　
　
　
暑
さ
は
災
害
に
匹

　
　
敵
し
、
命
に
直
結
す

る
大
き
な
問
題
だ
。
全
て

の
学
校
で
安
心
安
全
に
勉

強
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
大
事
。
熱
中
症
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
整
っ
て
い

る
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
毎
日
の
健
康
観
察

に
よ
り
生
徒
の
体
調
把
握

を
行
っ
て
い
る
。
氷
、
保

冷
剤
、
氷
の
う
、
イ
オ
ン

飲
料
を
常
備
し
、
給
水
の

声
か
け
や
補
給
を
必
要
に

応
じ
て
行
い
、
安
全
対
策

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
に
全
学
校
で

統
一
し
た
「
熱
中
症
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
岡
山
市
で
は
、
市

　
　
内
１
２
５
公
立
義
務

教
育
学
校
に
４
月
か
ら
冷

水
器
を
順
次
設
置
す
る
と

あ
る
。
以
前
、
中
学
生
と

問問問問

の
意
見
交
換
に
お
い
て
、

持
参
す
る
水
筒
も
部
活
時

に
は
無
く
な
り
水
道
水
を

飲
ん
で
い
る
と
聞
い
た
。

整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　
教
育
長

　
　
　
現
段
階
で
は
、
衛

生
面
か
ら
冷
水
器
は
設
置

し
て
い
な
い
。
今
後
は
、

他
市
町
村
の
事
例
も
参
考

に
し
、
設
置
場
所
や
維
持

管
理
方
法
、
衛
生
面
で
の

安
全
確
保
等
含
め
、
財
政

当
局
と
協
議
を
進
め
た
い
。

　
　
　
全
国
で
は
様
々
な

　
　
取
組
が
あ
る
。
冷
感

タ
オ
ル
を
下
校
時
ま
で
冷

や
す
冷
凍
庫
の
設
置
な
ど
。

冷
水
器
は
浄
水
機
能
付
き

な
ど
、
安
全
面
も
考
慮
す

る
岡
山
市
を
参
考
に
し
て

は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
先
進
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
検
討
を
進
め

た
い
。

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

鏡
野
町
議
会
基
本
条
例
改
正

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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答弁答弁

運用指針を策定し、
教育環境を整備していく

鏡野中の問題への対策と
指針策定は

質問質問

一問一答方式 仲西 祐一［なかにし ゆういち］ 議員

答弁答弁

南海トラフ地震単体では
大きな被害は想定されていない

南海トラフ地震による
鏡野町への影響は

質問質問

一括方式 植木 　卓［うえき たく］ 議員

答答

　
　
　
鏡
野
町
は
、
地
震

　
　
を
誘
発
す
る
断
層
を

有
し
た
地
域
で
あ
り
、
各

断
層
か
ら
の
地
震
発
生
や

生
活
環
境
に
与
え
る
影
響

は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
奈
義
町
か
ら
鏡
野

町
へ
至
る
那
岐
山
断
層
帯

の
地
震
で
は
、
震
度
６
強

の
地
震
が
想
定
さ
れ
、
建

物
全
壊
１
２
６
棟
、
死
者

数
８
人
、
最
大
避
難
者
数

１
２
４
２
人
と
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
鳥
取
県
東

部
か
ら
鏡
野
町
へ
至
る
大

立
断
層
・
田
代
峠―

布
江

断
層
で
も
震
度
６
強
の
地

震
が
想
定
さ
れ
、
建
物
全

壊
50
棟
、
死
者
数
３
人
、

最
大
避
難
者
数
９
５
２
人

と
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ

　
　
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な

被
害
状
況
が
発
生
し
た
場

合
、
備
蓄
や
避
難
場
所
、

被
害
者
へ
の
対
応
は
十
二

分
な
体
制
が
構
築
出
来
て

い
る
か
。

　
　
危
機
管
理
監

　
　
　
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
防

災
拠
点
倉
庫
、
ふ
れ
あ
い

問問問問

運
動
公
園
の
倉
庫
、
み
ず

の
郷
倉
庫
、
各
振
興
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
水
や
食
料
等

を
備
蓄
し
て
い
る
。
各
家

庭
で
最
低
３
日
間
の
備
蓄

の
推
進
の
啓
発
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
広
域
協
力
協

定
に
基
づ
く
支
援
体
制
確

保
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

　
　
　
災
害
発
生
時
に
町

　
　
と
し
て
新
た
な
情
報

伝
達
手
段
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
８
年
３
月
17

日
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

ポ
ー
タ
ル
ア
プ
リ
が
あ
り
、

町
か
ら
防
災
情
報
に
限
ら

ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
暮
ら
し
の
情
報
等
を
プ

ッ
シ
ュ
型
で
届
け
る
シ
ス

テ
ム
で
、
Ｊ-

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
や
既
存
の
情

報
伝
達
ツ
ー
ル
と
も
連
携

さ
せ
る
。
今
後
、
多
言
語

機
能
の
付
加
な
ど
幅
広
く

運
用
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
対
応

に
効
果

が
あ
る

と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
鏡
野
中
学
校
で
い

　
　
じ
め
や
授
業
妨
害
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
保
護

者
か
ら
も
不
安
の
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
本
来
、
検

証
を
担
う
べ
き
「
い
じ
め

対
策
委
員
会
」
が
規
定
通

り
開
催
さ
れ
ず
、
教
育
現

場
の
実
態
が
教
育
委
員
会

に
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

教
員
が
迷
わ
ず
毅
然
と
し

た
対
応
を
取
れ
る
よ
う
、

法
的
根
拠
に
基
づ
く
「
出

席
停
止
」
の
運
用
指
針
や
、

具
体
的
な
指
導
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
早
期
に
整
備
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
当
局

の
見
解
を
伺
い
た
い
。

問問

　
　
教
育
長

　
　
　
委
員
会
の
開
催
不

足
が
事
態
を
招
い
た
一
因

で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
フ

ォ
ロ
ー
体
制
を
強
化
す
る
。

現
在
は
警
察
と
の
連
携
や

令
和
６
年
度
導
入
の
ス
ク

ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
を
活

用
し
、
事
案
の
深
刻
度
に

応
じ
た
段
階
的
な
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

他
自
治
体
の
事
例
も
参
考

に
、
現
場
の
教
員
が
無
理

な
く
判
断
で
き
る
出
席
停

止
に
関
す
る
運
用
指
針
の

策
定
を
検
討
す
る
。
全
て

の
生
徒
が
安
心
し
て
学
べ

る
教
育
環
境
を
保
障
す
る

た
め
、
学
校
と
協
力
し
て

実
効
性
の
あ
る
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答答答答

問問答答

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

指
定
管
理
者
の
指
定

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告
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答弁答弁

地場産品の充実と担い手確保に
一体となって取り組む

ふるさと納税の返礼品確保に向けた
取組は

質問質問

一問一答方式 竹下 桂輔［たけした けいすけ］ 議員

答答答答

問問答答

　
　
　
地
元
事
業
者
の
高

　
　
齢
化
に
よ
り
、
ブ
ド

ウ
や
米
な
ど
地
場
産
品
の

確
保
が
課
題
に
な
る
と
思

わ
れ
る
が
、
解
決
に
向
け

た
取
組
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
内
産
の
ブ
ド
ウ

や
米
の
確
保
は
も
と
よ
り
、

「
共
通
返
礼
品
」
制
度
を

活
用
し
、
県
産
の
桃
・

梨
・
牛
肉
等
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
も
事
業
者
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る
。

部
署
間
の
「
横
の
連
携
」

を
密
に
し
、
担
い
手
確
保

や
特
産
品
の
磨
き
上
げ
に

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
返
礼
品
の
中
で
米

　
　
が
寄
附
額
・
件
数
と

も
に
ト
ッ
プ
と
い
う
こ
と

で
、
鏡
野
町
の
米
の
強
み

を
改
め
て
感
じ
た
。
一
方

で
返
礼
品
に
県
内
産
を
充

当
す
る
話
も
出
て
い
た
が

「
鏡
野
町
産
」
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
ド
を
築
く
う
え
で

は
、
町
内
産
に
こ
だ
わ
る

こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
共
通
返
礼
品
に
指

定
さ
れ
て
い
る
米
・
ブ
ド

ウ
・
桃
・
梨
・
県
産
牛
の

５
品
目
は
人
気
が
高
い
が
、

問問問問

他
自
治
体
と
比
べ
鏡
野
町

は
ま
だ
潤
沢
な
在
庫
を
持

つ
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
が
寄
附
額
の
差
に
な

っ
て
い
る
。
中
間
業
者
と

連
携
し
、
事
業
者
訪
問
を

継
続
す
る
。

　
　
　

鏡
野
町
の
米
は
、

　
　
瀬
戸
内
海
へ
と
注
ぐ

川
の
源
流
の
清
ら
か
な
水

と
昼
夜
の
寒
暖
差
に
恵
ま

れ
、
市
場
で
も
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
返
礼
品

と
し
て
「
町
産
米
」
に
こ

だ
わ
れ
な
い
理
由
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
県
産
米
を
活
用
す

る
こ
と
で
町
産
米
を
減
ら

す
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

現
状
は
倉
庫
の
確
保
や
袋

詰
め
な
ど
商
品
化
へ
の
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
、
提
供
量

が
限
ら
れ
て
い
る
。
今
後

は
関
係
団
体
・
関
係
部
局

と
連
携
し
、
町
産
米
の
提

供
量
増
加
に
向
け
た
取
組

を
実
施
す
る
。

答答答答

問問答答問問答答問問答答

答弁答弁

待機児童は昨年と同様の
人数になる見込み

待機児童の現状は質問質問

一問一答方式 小椋 明美［おぐら あけみ］ 議員

　
　
　
令
和
８
年
度
入
園

　
　
児
童
数
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
約
３
７
０
名
を
予

定
し
て
い
る
。

　
　
　
待
機
児
童
の
人
数

　
　
と
定
義
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
待
機
児
童
数
は
４

月
１
日
時
点
で
算
出
す
る

の
で
答
え
ら
れ
な
い
。
定

義
は
、
特
定
の
園
を
希
望

す
る
方
や
育
休
中
の
方
な

ど
を
除
い
た
人
数
を
指
す
。

　
　
　
実
際
に
申
し
込
ん

　
　
だ
児
童
数
は
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
申
込
児
童
数
は
約

４
３
０
名
。

　
　
　
広
域
保
育
事
業
は

　
　
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
る
が
、
何
名
予
定
し
て

い
る
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
利
用
児
童
数
が
増

え
る
見
込
み
と
い
う
こ
と

で
、
45
名
を
予
定
し
て
い

る
。
　
　
　
新
・
鶴
喜
保
育
園

　
　
の
定
員
や
、
旧
施
設

を
活
用
し
た
小
規
模
保
育

の
状
況
は
。 

　
　
町
　
長

　
　
　
新
・
鶴
喜
保
育
園

問問答答答答 問問答答 問問問問 問問

は
定
員
90
名
（
旧
60
名
）

で
、
60
名
程
度
の
入
園
よ

り
開
始
さ
れ
る
。

 

旧
施
設
は
民
間
が
運
営

し
、
令
和
８
年
９
月
に
定

員
19
名
で
開
園
予
定
。

　
　
　
保
育
士
確
保
の
た

　
　
め
の
採
用
時
の
工
夫

は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
採
用
年
齢
を
50
歳

ま
で
引
き
上
げ
、
年
３
回

の
募
集
で
２
名
を
採
用
し

た
。 

　
　
　
無
資
格
で
も
働
け

　
　
る
補
助
員
の
導
入
状

況
は
。 

　
　
町
　
長

　
　
　
保
育
補
助
員
は
現

在
８
名
が
勤
務
し
て
お
り
、

保
育
士
が
職
務
に
専
念
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
限
定
保
育
士 

　
　
制
度
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
地
域
限
定
保
育
士

制
度
を
導
入
で
き
る
よ
う
、

条
例
改
正
等
の
準
備
も
進

め
て
い
る
。

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

鏡
野
町
議
会
基
本
条
例
改
正

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告

▲百谷の棚田



マ
マ学

校
に

行
け

な
い
…

マ
マ
ー

仕
事

行
け
な
い
よ

く
す
り

　

買
って

来
る
か
ら

待
って
て
ね

も
う
!!

な
ん
の
薬

だ
った
ら

効
く
の
か
し
ら

こ
の
人
た
ち

や
って
ら

　

れ
な
い
わ

や
った
あ
！

続
き
や
ろ
う

パ
パ
に
は

負
け
な

　
い
ぞ

カ
シ
ャカ

シ
ャ
カ
シ
ャ

カ
シ
ャ

か
が
み

に負
け
て

た
ま
る
か

は
あ
ーい
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委
員
長
　 

鈴
木
　
大
介

副
委
員
長
　 

難
波
　
達
男

委
　
　
員
　 

片
田
八
重
美

　
　
　
　
　 

牧
田
　
俊
一

　
　
　
　
　 

小
椋
　
明
美

　
　
　
　
　 

竹
下
　
桂
輔

　
　
　
　
　 

植
木
　
　
卓

【
広
報
特
別
委
員
会
】

シリーズ28 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　議会または委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事件
についての運用上の努力目標や注意事項などを盛り込んだ決議のことをいいます。
決議に法的な拘束力はありませんが、委員会・議会の意思表明となります。

議案の提案理由の説明
主な内容と　　き

令和８年６月３日㈬ 10：00～
※その他の日程は未定のため、５月末以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。

編
集
後
記

　

里
山
が
鮮
や
か
な
緑

に
染
ま
り
、
あ
ち
こ
ち

の
水
田
に
水
が
張
ら
れ

始
め
ま
し
た
。
こ
の
時

期
特
有
の
、
水
面
に
空

が
映
り
込
む
美
し
い
景

色
は
、
わ
が
ま
ち
の
宝

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

す
。

　

今
号
で
は
、
鏡
野
町

運
営
の
骨
格
と
な
る
令

和
８
年
度
当
初
予
算
の

審
議
結
果
を
中
心
に
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど

う
関
わ
る
の
か
を
詳
し

く
載
せ
て
い
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会
で

は
、
「
む
ず
か
し
い
言

葉
を
わ
か
り
や
す
く
、

大
切
な
情
報
を
し
っ
か

り
と
。
」
を
心
が
け
て

編
集
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
わ

か
り
や
す
い
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
小
椋
明
美
）

鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

よう
やりょうる

なぁ～♪ 第29回 香北地区「むらづくり祭り」第29回 香北地区「むらづくり祭り」

附帯決議とは？

次回の発行は令和８年８月１日の予定です。

　小雪舞う空の下「むらづくり祭り」が
もよおされ、子どもからお年寄りまで、
笑顔あふれる一日となりました。
　会場では「有遊クラブ」が焼く、やき
そばのソースの香ばしい香りが立ちこ
め、手作りコンニャクの販売も大盛況。
演舞や吹奏楽に合唱も華を添え、消火体
験では子ども達が真剣な表情で水を放
ち、消防活動を身近に感じる貴重な機会
となりました。
　昼は心も体も温まる豚汁がふるまわ
れ、最後は餅投げ。皆さん夢中になって
手を伸ばしていました。

「この祭りを続けてきたのは、互いが
助け合う雰囲気を大切にしたいから。顔
を合わせつながりを深める場なんです。
こんなにたくさんの人が集まって笑顔を
見せてくれたら、本当にやってよかった
と思います。」また香北の魅力を聞くと

「人が良くてみんな友達みたいなとこ
ろ。」と即答。地域の温かさが端々から
伝わってきました。一方で「後継者がい
ないことが今後の課題。」と未来への思
いも語ってくださいました。
　人口減少が進む、この地で続けられて
きた祭り。それはただのイベントではな
く、人と人とがつながり、支え合い、未
来へと希望をつなぐ大切な営みです。
　来年もまたこの場所でたくさんの笑顔
に出会えますように。 

■日　時：令和８年３月８日㈰
　　　　　９時半から開会
■場　所：旧香北小学校

実行委員長の三木敬臣さんに
お話をお伺いしました。

令
和
８
年
度　
一
般
会
計

３
月
・
１
月
会
議

指
定
管
理
者
の
指
定

常
任
委
員
会
報
告

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ　
の　
他
・
報　
告


